
文化と経済の交差点で

イムラアートギャラリー代表 井村優三インタビュー

ギャラリストになるまで

鈴木 現代アートに興味を持つようになったきっかけを教えて

いただけますか。

井村 もともと実家が古美術を扱っていて。日本の古伊万里と

か柿右術門ってありますでしょ、当時ああいったものの多くは

ヨーロッパで出回っていたのですが、私は実家の手伝いでロン

ドンのサザビーズやクリスティーズといったオークション会社

に買い付けに行っていました。 20歳そこそこの頃だったかなぁ。

＇買い付けが終わってオークション会社の近くにあるコーク・ス

トリートを歩いていたときに、 CoBrAの絵を観る機会があり

して、もうなんて言ったらいいのか、とにかく「うっ、何こ

れ？！」ってなって、ぐっとひきこまれていったんですよね。

)J強くて、エネルギッシュで。古美術ももちろんすごくいいな

と思っていたのですが、その迫力にやられてしまって。それが

現代アートに興味をもった一番のきっかけですね。それに、そ

れまで扱っていたのが古美術だったこともあって、絵を描いて

いるのが現代を生きる作家であるというのがとても新鮮でした。

将来は同じ年代の同時代を生きる人と一緒に歩んで行くことが

できたらと、夢をみたりしまして。カレル。アペルという作家

がいるのですが、それこそ同時代を生きた作家で、私の大好き

なアーティストの一人です。ヴィンセント・ヴァン・ゴッホ美

術館の隣にあるカフェの壁画はすべて彼が描いているんですよ。

これはつまり、オランダという国が国を挙げて「カレル・アペ

ルこそが、次のゴッホだ！」と世界に向けて発信していると。

そういう意味が含まれているんですね。それを見て知ったとき

に、スイッチが入ってしまいまして。「ぼくがいいって感動して

見出した作家が、次世代の00って言われるようになるのかも

しれない！」って（笑）。

鈴木 当時は、どこか学校へ通われていたのですか。

井村 実は、大学は中退しました。お医者さんやら建築家にな

りたいんだったら、必ず習得すべき項目をとっていかなくちゃ

いけないんだろうけど、私はそもそも美術とは何ら関係のない

学部に行っていたのに、美術商としてやっていこうって決めて

しまったので、実家に「すみませんが大学やめます」って言い

に行きました（笑）。
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鈴木 その後は、自分のギャラリーを構えるまでの準備期間に

入るのですよね。建築家やアーティストだったら、修行中に何

をしているかなんとなく想像がつくのですが、ギャラリストの

方って何をしていらっしゃるのですか。

井村 いいものを見て目を養いつつ、とにかくギャラリー設立

の資金調達をする必要がありました。自分のギャラリーを構え

るまでには、色々なビジネスを経験しましたよ。同業である親

の力を借りて、フランスのアールヌーヴォーを扱い、今でも取

り扱っています。こういう美術に関する仕事は裕福になるほど

感性が研ぎすまされるはずだ！ という思いがありました。ビ

ジネスとしての画廊主というのは実はかなりリスクが高いので、

今のうちからビジネスにおける勘みたいなものを身につけてお

かなければいけないとも考えていましたね。最初のギャラリー

を京都ホテルオークラの横に構えたのが 1990年、 29歳のとき

に決断して、 30歳でギャラリーをスタートさせた感じですね。

しばらく価格惜の低い洵外の作家の版画なんかをせっせと買っ

たりしていたんですよ。

鈴木 所属アーティストを初めてもつようになられたのは、い

つごろだったのでしょうか。

井村 それから、今のこのイムラアートギャラリーが建ったの

が 1996年。そのころから専属のような形で、作家をもつよう

になったかな。最初に扱ったのは、木村秀樹さんとか、川村悦

子さんとか。この頃は今の形態とは随分異なっていました。ちょ

うど、 2000年頃からギャラリー取扱いの所属作家というスタイ

ルになる直前でした。2000年頃から徐々に、長期的に一緒にやっ

ていけると思う作家に声をかけていき、今の形態がつくられて

いきました。

西尾 それまでは今やっていらっしゃるような、プライマリー

ギャラリーは日本では一般的ではなかったのですね。

井村 そうですね。それまではセカンダリーギャラリーと貸ギャ

ラリーしかありませんでした。プライマリーギャラリーの魅力

はどこにあるのかと言えば、オープニングで作家に会えること

や、一番の新作に出会える場をつくることを保証していること。

つまり新しい、ということですね。私はただディーラーである

ことよりも、リスクは高くても常に新鮮な場を生み出していく



京都で若手アーティストを数多く手がけるイムラ

アートギャラリーをたずね、国内外の美術界で辣

腕を振るう井村優三さんにお話を伺った。

ことのほうに興味があったので、そちらにだんだんとシフトし

ていきましたc 私が望むギャラリストとしてのあり方は、新し

いことこそが芸術の上で絶対的な価値がある、ということとす

ごく共鳴している気がしているんです。

作家とギャラリスト

鈴木 先日こちらで個展を拝見した三好彩さんは大学を卒業さ

れて間もないとお伺いしましたが、若手作家に出会う経緯や作

家を見いだす際のルールなどあったら教えていただけますか。

井村 作家との出会いについては、やはり様々な展覧会で作品

を見ることc 貸ギャラリーでの展覧会や卒業制作展なども見に行

きます。一度見ただけではわからなかったりするので、何度か

見に行き、作家と話をして、その作家がどういうコンセプトで

制作しているか、ということを確認します。どのギャラリーも

いい作家を見つけたいという思いがありますし、タイミングと、

あとはご縁なんですよね。それと、うちの所属作家からの紹介

もあります。あと、作家自身が持ち込みにくることもあります。

三好彩
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上村 先ほど余裕が出てきてからようやく若手を扱えるように

なるとおっしゃっていましたが、無名の作家を売り出して行く

際には具体的にはどんなことをされるのですか。

井村 まず、ギャラリーで個展を開催します。DMやプレスリリー

スを作成し、美術館やプレス関係者、お客様にお送りし、展覧

会のご案内をし、実際会場に見に来ていただけるよう事前に準

備をします。ただ、実際見にきていただける方というのは限り

がありますので、他、雑誌媒体などで少しでも多くの機会で作

家を紹介していけるよう、宣伝告知をします。

例えば、イムラアートギャラリーの作家である、山本太郎くん

の例ですが・・・・・・（雑誌を見せながら）アメックスのプラチナカー

ドや、ポルシェの季刊誌で作品画像を使っていただいたりする

ことで、山本くんを知らなかった方々に興味を持っていただけ

たりします。作品コンセプトを理解していただき、様々な媒体

で使用していただくことで、作家の認知度は徐々に広がってい

きます。先日、イムラアートギャラリー京都での山本くんの個

展は放送作家の小山薫堂氏からお声がかかり、コラボレーショ

ン企画での展覧会でした。最近では、様々なジャンルとアート

が繋がり、幅広い展開で広がっていっています。又、評論家や

美術館学芸員が作品や展覧会に関して執筆してくださることで、

作家と作品の評価がより高くなっていきます。そうした様々な
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ことをお客様に紹介することで、より作家と作品のことを理解

していただき、作品をご購入していただくきっかけとなります。

国内のみならず、作品を理解してくださるコレクター、美術館

に作品を購入していただくことはギャラリーの大きな仕事です。

鈴木 今までのお話を伺っていると、作家と作品を受け取る主

体との間で活動するのがギャラリーであるという印象を受けま

すが、ギャラリーがアーティストのコンセプトをつくる部分に

関わってくることはあるのですか。

井村 ギャラリーにもよるでしょうけど、うちは作家に「こう

描け」という□出しはしません。もちろん、会場の大きさ、アー
トフェアなどへの出品だと、サイズの相談はしますが、具体的

にこういったものを、といったことは言いません。一番大切な

ことは、作家が何を思い、何を作りたいのか。もちろん、作家

が悩んでいたり、相談してきたときはきちんと方向性を指示す

ることはあります。例えば、個展のプレスリリース用の文章を

考える場合はギャラリースタッフと作家が話し合いながら進め

て行きますし。作家がどういう気持ちで作品を作っていたのか

をインタビューしながら互いに意見交換していくのですが、作
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家本人のアイデアを整理するという意味で間接的に制作に関

わっていると言えます。

鈴木 作家にも色々なタイプの方がいらっしゃいますよね。先

日、松井冬子さんにお話を伺ったときは、作品を説明する言葉

も作品の一部と考えていらっしゃるところがあって、雄弁な印

象を受けました。

井村 様々なタイプの作家がいます。村上隆さんや名和晃平さ

んのように、自分で会社を設立し、運営もプロデュースもして

いくアーティストや、話すことに長けているアーティスト、逆

に話すことや自分のプロモーションが苦手なアーティストなど、

それぞれ作品が異なるように、タイプも様々です。作家によっ

ては一時間二時間ずっと話をして、納得するまで帰らない作家

もいます。話し相手がいるのは、作家にとって大切なことだと

思います。普段ずっと一人で制作している作家も少なくありま

せん。そういうメンタルケアみたいなことが仕事のひとつであ

ることは、うちのスタッフに女性が多いことと無関係ではない

んですよね。



展覧会をつくる

鈴木 ギャラリーでの展示方法や展示のシークエンスについて

お聞きしたいです。それについても作家とギャラリーが共同で

考えていかれるのですか。

井村 作家とうちのスタッフでプランを作って、メインとなる

作品をどこに配置すべきかなどを考えていきます。構成にせよ、

並べ方にせよ、美しくないといけないから、注意しながら。作

家が独りよがりになりすぎないよう、ギャラリー側は客観的な

視点でアドバイスをします。展示は作家とスタッフの共同作業

みたいなところがありますね。

鈴木 ここのギャラリーもそうですが、彗本的には真っ白です

よね。壁面とか展示空間自体に加工する展示をやることはあり

ますか。

井村 東京で一度真っ黒にして映像をやったことはあるけど、

嬰本的にはホワイトキューブにしますね。空間が絵に勝ってし

まうと困りますし。最近フランスのオルセー美術館で、印象派

にはこの色が合うって言って、真っ白だった部屋を少しグレー

にしたんだよね。あれは結構話題性がありました。ホワイト

キューブでいいのかなって疑問に思うときはあるんですが、費

用もかかってくるし、難しいところですね。美術館はまだしも

ギャラリーは、ホワイトキューブなのかな、やっぱり。

鈴木 ギャラリーでの展覧会の目的は、なんといってもまず作

品を売ることにあるわけですよね。ギャラリーで作品が売れる

ときの状況はどういったものなのでしょうか。

井村 まずお客さんの中には「ギャラリーってなんですか」と

いう人も結構いらっしゃるんですよ。そういう方の場合、外か

ら絵を眺めているので、中に招き入れます。しばらく見ていた

だいたら、上にもありますよって誘って。興味をもたれたら、

お茶でもどうぞと言って座ってもらって、世間話をしながら興

味をもたれた絵の話をします。作品の購入に興味のある方はそ
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井村さん（写真中央）のオフィスにて

の絵についてどんどん質間してくださるので、それに答えなが

ら。それで、購入する方は購入していく、といった具合です。買っ

て終わりではなくて、購入されたあとも、ギャラリーと買い手

とのやりとりはずっと続きます。メンテナンスなんかもそうだ

し、その人の展覧会があったら借りに行くこともします。保険

をかける際の手続きや、美術運送の手配なんかもギャラリーの

仕事です。

ギャラリスト同士のつながリ

鈴木 ギャラリーの外でなさっているお仕事について聞かせて

いただけますか。

井村 プランニング事業、これはコンテンツ事業みたいなもの

で、展覧会の内容をーから考え、出品作品を決め、様々な交渉

をして、一つの展覧会を作ります。最近では、ミヅマアートギャ

ラリーの三瀦末雄氏と共同で、ジパング展の企画制作、山口晃

さんの展覧会も企画しました。一つのギャラリーが単独で何か

をやる、ということには限界があります。例えば、ジパング展

では、ミヅマさんと協力し、展覧会を国内で7会場巡回させま
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した。山口晃展は第一会場が京都で、しかも、平等院に襖絵を

奉納するという一大プロジェクトがありましたので、京都を拠

点にしている私達が協力しながらという形をとりました。

又、昨年は ARTKYOTOというメイン会場、サブ会場、両方合

わせ 100件のギャラリーが参加した初の大規模なアートフェア

を京都の 4つのギャラリーが共同で事務運営を行うというよう

に、ギャラリー同士で協力し、少しでも現代アートを盛り上げ

ていきたいという思いがあります。

それと、ギャラリスト同士というのは方向性が似ているもの同

じで集まってきたりするんです。ミヅマアートギャラリーの作

家とうちの作家…会田誠さん、山口晃さん、鴻池朋子さん、一

沸騰する日本の現代アート

2012年10月6日［土］ー12月2日［日］

9謄撃互讐警門 ?IPA咄和
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瀬夏之介君、山本太郎君…並べても違和感が無いでしょ。抱え

ているアーティストが似ているギャラリストは、考え方も似て

いることが多いんです。だから「ジパング」っていう日本に根

ざした展覧会やろうってなったときも、必要な人が揃っていて

すんなりといきました。

ジパング展について

井村 昨今の日本のアートシーンは、数十年

前に比べたら断然盛り上がっていると思うの

ですが、それもアメリカの現代アートを押し

上げてきた力の強さには到底及ばないと、私

は考えています。アメリカは 1950年ごろに

国が芸術支援策をおこして、何十万点もの作

品を何万人という作家から買い取って、支援

したんです。国家がアートシーンを引っ張っ

て文化をつくった。文化があるところは世界

でも立ち位置が高くなるということをアメリ

力は分かっていたから、芸術に投資したんで

すね。対して日本では、文化的な活動と経済

的な活動は分離しがちですよね。ですから、

ギャラリーというものが文化と経済の両方を

一手に担う存在であると、ギャラリスト達が

自覚することで開ける地平もあるのではない

かと、そういう意識は以前からもっていまし

た。私が最初にジパング展を発案して、ミヅ

マさんと一緒にやりましょうって話になった

ときは、結構画期的だったんですよ。あれは

学芸員などが一切入らずにギャラリストが開

いた展覧会なのだけれど、ギャラリーでの個

展のように絵を売ることを目的にしたもので

はありませんでしたからね。



「世界の中の日本」の芸術

鈴木 海外でのお仕事も多いかと思いますが、日本の外から見

た日本の芸術についてのお考えを聞かせていただけますか。

井村 世界中の方が認識している日本美術というのは、中世、

特に江戸期のものですね。例えば古伊万里や柿右衛門のものな

んかは、東インド会社が輸出してヨーロッパに行き渡ったので。

琳派、古伊万里、柿右衛門、蒔絵、印籠。そういったものは世

界中の人が持ってる。しかし、近代がすっぽりと抜けている。

平山郁夫や東山魁夷といった日本でおなじみの作家が世界では

全く出回ってないんですね。それはなぜかといいますとね、横

山大観とかが当時流行ってたときに、一番始めに美術を取り扱

い始めた百貨店は高島屋さんなんだけど、百貨店が乃毎山十題こ

などの横山大観の美術品を売ったその売り上げはすべて国に収

まったんです。成熟した国ではあり得ないことだけど、当時は

国とアートというものが密着していたんですね。それに対して

国は、「あなたは日本美術の発展に貢献してくださいましたので、

国は文化勲章を授けましょう」と言うんです。「先日まで高額な

価格がついていた絵を、文化勲章頂いたので更に高い価格、価

値にしましょう」、「私は学長も歴任しましたので、お値段を上

げさせていただきましょうか」と。

近代の日本はそういうドメスティックなシステムのなかで美術

が回っていて、そんな習わしがずっと続いてました。バブルが

はじけて、リーマンショックを経験して、国内の経済が行き詰

まったときに日本はようやく気がつくんですね。美術品を買い

支える人が国外には誰もいなかったことに。日本の一品を世界

のオークションに出しても、海外の人からしてみたら、「誰こ

れ？」「この作品はどんなコンテクストに乗っているの？」「日

本人はまた花鳥風月なんて描いてるの？」ってね。そういう状

況だから値段がつかなくて、売れずに終わっていきますよね。

国内で勝手に価値を定めても、そんなことでは世界マーケット

では通用しない、ということに気がつき始めたというわけです。

今、私は、日本美術の近代の空洞をうめて、江戸期から現代

アートまでを接続してみせることはできないだろうか、と考え

ているところです。 2015年に開催される京都国際現代芸術祭

「PARASOPHIA」でも、琳派から現代まで、ここにくれば日本美

術のすべてが見える！ という展覧会をやったらどうかと思っ

ていました。世界のトップアーティストの作品を持ってくるの
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もいいけど、それには何十億ものお金がかかりますよね。だっ

たら、まず自国にあるものを提示するべきで。その際に、過去

のすばらしい作品と関連づけて琳派から現代アートにいたるま

での様々な作品を横並びに展示したらどうかと。そういったも

のが一同に介すためには、京都市が現代のものまで展示してい

ける場所を持つことが必要不可欠です。土地が無いのであれば

京都市立美術館の地下を掘る、とかしてね（笑）。大きな美術館

が現代の作家の作品をきちんと収蔵しているということは、自

国の文化や芸術を大切にしていることを世界にアピールするこ

とにもなりますから。

昨年、オーストラリアのシドニーにあるニューサウスウェール

ズ州立美術館でのグループ展では、近代日本デザインのパイオ

ニアとして広く認められている神坂雪佳を中心に、俵屋宗達や

尾形光琳を初めとする 17世紀から 19世紀の琳派の画家達の作

品が紹介され、神坂雪佳の展示セクションの次に琳派の流れを

汲む現代の作家として、山本太郎くんの作品が紹介されました。

再来年 2015年は琳派 400年の年です。日本ではない海外で、

このように琳派が現代に脈々と受け継がれ、続いていると認識

されているということは、世界に通用する価値を得ることにな

るんです。文化的資源としての日本の現代アートを世界に打ち

出していくためには、新しい琳派という潮流をつくっていくと

いうことがここ、京都を拠点に現代に生きる作家を紹介してい

く上で、ひとつの道筋になるのではないかと考えています。

2 0 1 3年6月26日

イムラアートギャラリー京都にて

間き手鈴木・上村

記録 西尾
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